
事業団職員
として

【笑顔・言葉・
心】

～明るい笑顔、
丁寧な言葉づか
い、優しい心配り

ができる人～

事業団
基礎力

チームワーク 多職種連携 課題解決 職員育成
判断と
報連相

計画立案・
計画遂行

施設経営
リスクマネジメン

ト・苦情対応
専門的知識と
技術の向上

適応力・地域
との連携

階層別
研修

全職員
共通
研修

その他
研修

・利用者中心の
サービスが展開
できる多職種連
携、協働の基盤
を整備する。

・問題解決のため
の環境を整え、経
営改善に寄与す
る。

・法人が求める人
物像を明確にし、
環境整備する。
・管理職員として
の成長と自己革
新を図る。

・課の運営に関す
る判断と、理事
会・評議員会・第
三者委員への報
告を行う。

・法人の計画に基
づき、課の計画
を立案する。
・課の運営が計画
通りに行くよう
指導、助言を行
う。

・法人の安定経営
ためサービスの
質の向上を通じ
て法人業績向上
に貢献する。

・経営レベルのリ
スクマネジメン
ト、苦情解決を行
う。

・法人を代表して
関係機関(地域行
政等)との調整を
行う。

・課長研修
（毎年）
・新任課長研
修

・多職種連携、協
働を推進するた
めに職員間の関
係調整を行う。

・問題解決を繰り
返すことを組織
文化にする。

・法人が求める人
物像を明確にし、
環境整備する。
・上司の補佐及び
部下の育成・指導
を行う。

・裁量の範囲での
判断と、上司への
報告・連絡・相談
を行う。

・課の計画に基づ
き係の計画を立
案する。
・係の運営が計画
通りに行くよう
指導、 助言、調
整を行う。

・サービスの質
の向上を通じて
係の業績向上に
貢献する。

・係の運営上のリ
スクマネジメン
ト、苦情解決を行
う。

・係にかかわる関
係機関(地域行政
等)との連携を行
う。 ・係長研修

（2年に1回
前期・後期）
・新任係長研
修

プレイングマ
ネージャー

※
１０年
目～

・法人の理念、ス
ローガンを実践
する。
・係員のモチベー
ション向上に取り
組む。
・心身の自己管理
を維持し、係全体
を支援する。

・チームワーク推
進の指導を行う。

・多職種連携、協
働を推進するた
めに職員間の関
係調整を行う。

・チームの問題解
決力を高める。

・後輩の育成・指
導を行う。

・日々の業務遂
行上の判断と、
上司への報告、
連絡、相談を行
う。

・係の計画立案に
参画する。
・係の計画を着実
に実行する。

・事業運営上のリ
スクマネジメント
を行う。
・苦情の一次対応
を行う。

・係にかかわる関
係機関(地域行政
等)との連携を行
う。

・20年次研修
・中堅職員研
修
（５年に１回参
加）

リーディング
プレイヤー

※
６年目
～

・法人の理念、ス
ローガンを実践
する。
・モチベーション
を維持する方法
を身につける。
・心身の自己管理
能力を高め後輩
を支援する。

・チームワークを
推進する。

・問題解決の方向
を示し、先頭に立
つ。

・日々の業務遂
行上の判断と、
上司への報告、
連絡、相談を迅
速に行う。

・係の計画を理解
して、実行する。

・日常業務にかか
わる関係機関(地
域行政等)との連
携を行う。

・6年次研修

メインプレイ
ヤー

※
３ 年 目
～

・法人の理念、ス
ローガンを実践
する。
・心身の自己管理
能力を身につけ
て後輩を支援す
る。

・チームワークに
率先して貢献す
る。

・課題を見つけて
分析し、解決方法
を提案する。

・日々の業務遂
行上の判断と、
上司への報告、
連絡、相談を迅
速かつ的確に行
う。

・サービスの質
の向上に率先し
て貢献する。

・3年次研修

プレイヤー
※
２年目

・チームワークの
推進に貢献する。

・後輩の相談に乗
り助言を行う。

・日々の業務遂行
上の判断と、上
司への報告、連
絡、相談を迅速
に行う。

・サービスの質の
向上に貢献する。

—

スターター
※
1年目

・チームワークの
推進を理解する。

—

・上司への報告、
連絡、相談を迅
速かつ確実に行
う。

・係の計画を理解
する。

・日々の業務を滞
りなく実行する。

・日常業務におけ
る、リスクを理解
する。

・法人の一員とし
ての自覚を持っ
て地域とのかか
わりを持つ。 ・新採職員研

修

※ 新卒採用後の勤務年数の目安

事業団職員
として

【笑顔・言葉・
心】

～明るい笑顔、
丁寧な言葉づか
い、優しい心配り

ができる人～

事業団
基礎力

チームワーク 多職種連携 課題解決 職員育成
判断と
報連相

計画立案・
計画遂行

施設経営
リスクマネジメン

ト・苦情対応
専門的知識と
技術の向上

適応力・地域
との連携

階層別
研修

全職員
共通
研修

その他
研修

リーディング
プレイヤー

※
６年目
～

・法人の理念、ス
ローガンを実践
する。
・モチベーション
を維持する方法
を身につける。
・心身の自己管理
能力を高め後輩
を支援する。

・チームワークを
推進する。

・問題解決の方向
を示し、先頭に立
つ。

・日々の業務遂
行上の判断と、
上司への報告、
連絡、相談を迅
速に行う。

・係の計画を理解
して、実行する。

・コスト意識を持
ちサービスの質
の向上を目指し、
積極的にアイデ
アを出し、実現に
貢献する。

・自己の専門的知
識と技術を後輩
に還元する。
・研修会などに参
加し、自己研鑽す
る。
・職員個々の力量
に応じた支援を
する。

・日常業務にかか
わる関係機関(地
域行政等)との連
携を行う。

・15年次研修
・無期雇用嘱
託職員研修
（５年に１回参
加）

メインプレイ
ヤー

※
３ 年 目
～

・法人の理念、ス
ローガンを実践
する。
・心身の自己管理
能力を身につけ
て後輩を支援す
る。

・チームワークに
率先して貢献す
る。

・課題を見つけて
分析し、解決方法
を提案する。

・日々の業務遂
行上の判断と、
上司への報告、
連絡、相談を迅
速かつ的確に行
う。

・サービスの質
の向上に率先し
て貢献する。

—

プレイヤー
※
２年目

・チームワークの
推進に貢献する。

・後輩の相談に乗
り助言を行う。

・日々の業務遂行
上の判断と、上
司への報告、連
絡、相談を迅速
に行う。

・サービスの質の
向上に貢献する。

—

スターター
※
1年目

・チームワークの
推進を理解する。

—

・上司への報告、
連絡、相談を迅
速かつ確実に行
う。

・係の計画を理解
する。

・日々の業務を滞
りなく実行する。

・日常業務におけ
る、リスクを理解
する。

・法人の一員とし
ての自覚を持っ
て地域とのかか
わりを持つ。

・新採職員研
修

※ 新卒採用後の勤務年数の目安

北九州市福祉事業団キャリアパス

求める人物像

チームの一員として 法人の一員として 専門家として 研修

【協調性・支え合い・信頼】 【コンプライアンス・責任感・マネジメント】
【専門的知識と技術の向上・

適応力・地域との連携】

本部所管研修
施
設
所
管
研
修

～謙虚な姿勢で常に相手の立場に立って
考え、チームワークを大切にしながら、

風通しの良い職場づくりに貢献できる人～

～コンプライアンス意識を持ち、安定した法人・施設運営のために、
自分の仕事に責任をもって前向きにチャレンジできる人～

～広い視野を持って利用者
　のニーズや社会・地域の変化
　 に柔軟に対応し、自ら学び

続けられる人～

キーワード

人
権
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修
・
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事
務
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研
修
・
給
食
研
修
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係長

正
規
職
員

・コスト意識を持
ちサービスの質
の向上を目指し、
積極的にアイデ
アを出し、実現に
貢献する。

・自己の専門的知
識と技術を後輩
に還元する。
・研修会などに参
加し、自己研鑽す
る。
・職員個々の力量
に応じた支援を
する。

・多職種と連絡相
談をしながら、業
務内容の質の向
上と改善を提案
する。

・後輩に対する指
導と助言を行う。
OJTを務める。

・日常業務におけ
る、リスクマネジ
メントを行う。
・苦情の一次対応
を行う。

管
理
職
員

課長
・法人の理念、ス
ローガンを職員
に理解させる。
・職員のキャリア
デザインを支援
する。
・心身の自己管理
を含めた組織と
しての安全衛生
管理を推進する。

・事業を横断した
連携を推進する。
・チームビルディ
ングにより、組織
力を高める。

・自己の専門的知
識と技術を法人、
地域に還元する。
・全体の専門的知
識と技術の向上
のための方針に
基づいた環境を
整備する。

・係の計画を理解
して、着実な実行
に貢献する。

・研修に主体的に
参加する。

・法人の一員とし
ての自覚を持っ
て主体的に地域
とのかかわりを
持つ。

・法人の理念、ス
ローガンを理解
する。
・組織のルールを
守る。
・心身の健康管理
の基本を理解し、
自己管理をする。

・多職種連携の基
本を理解する。

・業務を振り返り
課題を見つける。

嘱
託
職
員

・多職種と連絡相
談をしながら、業
務内容の質の向
上と改善を提案
する。

・後輩に対する指
導と助言を行う。
OJTを務める。

・日常業務におけ
る、リスクマネジ
メントを行う。
・苦情の一次対応
を行う。

人
権
研
修
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
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接
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研
修
・
安
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運
転
講
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・係の計画を理解
して、着実な実行
に貢献する。

・研修に主体的に
参加する。

・法人の一員とし
ての自覚を持っ
て主体的に地域
とのかかわりを
持つ。

・法人の理念、ス
ローガンを理解
する。
・組織のルールを
守る。
・心身の健康管理
の基本を理解し、
自己管理をする。

・多職種連携の基
本を理解する。

・業務を振り返り
課題を見つける。

療
育
関
係
研
修
・
療
育
保
育
合
同
研
修
・
保
育
関
係
研
修
・
児
童
館
関
係
研
修
・
事
務
員
研
修
・
給
食
研
修

～謙虚な姿勢で常に相手の立場に立って
考え、チームワークを大切にしながら、

風通しの良い職場づくりに貢献できる人～

～コンプライアンス意識を持ち、安定した法人・施設運営のために、
自分の仕事に責任をもって前向きにチャレンジできる人～

～広い視野を持って利用者
　のニーズや社会・地域の変化
　 に柔軟に対応し、自ら学び

続けられる人～

キーワード

北九州市福祉事業団キャリアパス

求める人物像

チームの一員として 法人の一員として 専門家として 研修

【協調性・支え合い・信頼】 【コンプライアンス・責任感・マネジメント】
【専門的知識と技術の向上・

適応力・地域との連携】

本部所管研修
施
設
所
管
研
修


